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街路樹には、空気の浄化やヒートアイランド現象の緩和などの環境保全、街並みの景

観形成、歩車道の分離などの交通安全、延焼防止などの防災といった様々な機能があり、

単に道路を構成する一施設というだけでなく、まちづくりの重要な要素としても不可欠

な存在です。 

しかし、本市の街路樹は植栽から長い年月が経過したことで、大径木化した街路樹の

増加や老齢化、腐朽の進行による倒木、根上がりなどの課題が見られるようになってき

ています。 

また、社会情勢に目を向けてみると、少子高齢化の進行により、増加する高齢者ドラ

イバーや子育て世代への配慮なども重要度を増しており、道路標識の視認性の向上や、

車いすやベビーカーで通行しやすい歩道環境の整備などがより求められてきています。 

さらに、近年では地球温暖化等自然環境の変化により気象災害が激しさを増しており、

健全な街路樹の倒木等による被害が発生していることから、今後一層の防災・減災対策

が必要となっています。 

平成２７年３月、国土交通省では「道路緑化技術基準（平成２７年３月国土交通省都

市局長・道路局長通達）」を大幅に改正し、「道路交通の安全の確保」により重点を置い

た樹木の更新や、植栽する道路空間に見合った樹種選定、将来の姿を念頭に置いた樹木

等の配置への配慮などが基準に盛り込まれました。 

「ストック形成（量の確保）」という道路緑化から、「道路空間や地域の価値向上」に

資する道路緑化へと、植栽や配置、管理の適正化を通じて「街路樹に求められる様々な

機能を総合的に発揮させること」が、これからの街路樹の整備や維持管理における重点

項目になったと言えます。 

本来街路樹は、市民に親しまれる良好な街並みを形成し、季節感の演出や地域の特色

づくりに資するものです。しかし、近年では交通安全に支障をきたしたり、大量の落葉

や根上がりなどによって歩行者の安全な通行を妨げるなど、市民生活に影響を与えてい

るという実態が生じていることから、これまでの取組みを見直す時期に来ていると言え

ます。 

そこで、街路樹がその機能を十分に発揮し、市民に親しみと誇りを持たれる存在とな

るよう、「千葉市街路樹のあり方」を策定し、今後の整備や維持管理の方向性を示すこ

ととしました。 
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１．街路樹の位置づけと機能 

（１）都市の緑と街路樹 

 本市は、東京湾の水辺と、下総台地の豊かな緑に囲まれ、首都圏にありながら恵まれ

た自然環境を有しています。市内全域における、林野、農地、緑地等の緑の割合は４８．

４％と約半分を占めており、この豊かな緑と水辺を本市の個性にまで高めるため、昭和

５９年に「緑と水辺の都市宣言」を行い、また、平成９年には「千葉市緑と水辺の基本

計画」を策定し、緑と水辺を活かした快適な環境都市づくりに取り組んでいます。 

 取組みの一つとして「公共施設等緑化推進要綱（平成２年）」を定め、道路空間にお

いても緑化を進めることとしています。 

 

   市内緑被地の状況（平成２１年） 

 

施 設 対    象 基     準 

 

道 

 

 

 

 

路 

 

 市が設置管理する道路とする。 

ただし、次に掲げる箇所は除くものとする。 

（１）道路管理者の許可を受けた道路占用 

物件があるため、街路樹の植栽又は生育が 

著しく困難と認められる箇所 

（２）道路が地下にあるなどの理由により、 

街路樹の植栽又は生育が著しく困難と認 

められる箇所 

１ 歩道幅員が 3.0m 以上の道路にあっては道

路区分等を考慮し、建設省の定める道路緑化基

準（昭和 63 年 6 月 22 日建設省都街発第 21 号

都市局長・建設省道環発 第８号道路局長通

達）に基づき、街路樹及び植樹帯の整備を行う

ものとする。 

２ 歩道幅員 3.0m 未満の歩道、中央分離帯、交

通島、その他道路用地にあっては、道路管理上

支障の無い範囲で、可能な限り樹木を植栽し、

緑地を確保するものとする。 

  公共施設等緑化推進要綱 

 
第１章 街路樹の現状と課題 



第１章 街路樹に関する主な課題 

 

3 

 

また、道路の緑化については、道路構造令、道路緑化技術基準等、国等の定める基準

に従い、道路交通機能の確保を前提にしつつ、美しい景観形成、沿道環境の保全、道路

利用者の快適性の確保等、街路樹に求められる機能を総合的に発揮させ、良好な都市環

境の形成に努めることとしています。 

 

 

 道路の構造と街路樹 

 

 

 

  道路種別と歩道有効幅員 

（千葉市道路の構造に関する技術的基準を定める条例） 

 

※本指針において対象としている道路は千葉市が管理している箇所となります。 

 

種類 歩道有効幅員

歩行者の交通量が多い道路 3.5m以上

その他の道路（一般の道路） 2.0m以上

自転車歩行者専用道路 4.0m以上
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（２）街路樹の機能 

 街路樹は、空気の浄化やヒートアイランド現象の緩和などの環境保全、街並みの景観

形成、歩車道の分離などの交通安全、延焼防止などの防災など、様々な機能を持ってい

ます。 

 

  街路樹の機能 

 

 

 
街路樹の役割と機能 
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２．市内の整備状況 

本市では、道路延長約４２０ｋｍにおよそ１３０種、約４６，０００本の街路樹を管

理しており、樹木の生長と共に緑豊かなまちづくりに貢献しています。読売新聞社が平

成６年に選定した「新・日本の街路樹１００ 

選」にも、本市から「あすみ大通り」（クス 

ノキ/緑区）が選ばれています。 

また、中心市街地のシンボルとなっている 

「千葉駅前大通り」のケヤキや、海辺らしさ 

を演出する「海浜松風通り」のクロマツ、黄 

葉が美しい「こじま公園通り」のイチョウな 

ど、四季を通してその魅力を感じることの 

できる街路樹が多くあります。 

  千葉市の街路樹本数 

 

市内の代表的な街路樹 

   

あすみ大通り（クスノキ）        千葉駅前大通り（ケヤキ） 
 

   

海浜松風通り（ウバメガシ、クロマツ）     こじま公園通り（イチョウ） 

 
順位 樹種 本数（本） 構成比（%）

1 イチョウ 4,234 9.3
2 マテバシイ 3,957 8.7
3 ハナミズキ 3,221 7.1
4 ケヤキ 2,687 5.9
5 ヤマモモ 2,417 5.3
6 ナンキンハゼ 2,297 5.1
7 ソメイヨシノ 2,256 5.0
8 クスノキ 2,103 4.6
9 ユリノキ 1,892 4.2

10 プラタナス 1,888 4.2
その他 18,451 40.6

合計 45,403 100.0

千葉市の街路樹本数（樹高3m以上） 　令和2年3月31日



第１章 街路樹に関する主な課題 

 

6 

 

３．街路樹の維持管理 

（１）予算規模 

 市内の街路樹本数は、統計を開始した昭和 53年からしばらくは増加傾向が続き、 

平成 17年以降はほぼ同水準で推移しています。 

 一方で、維持管理予算は、平成 17年頃までは本数と同様に増加傾向だったものの、 

それ以降は減少傾向となり、一時はピーク時（平成 17 年 859,835 千円）の 3 分の 2 程

度（平成 22年 653,755千円）まで縮小しました。 

 また、維持管理予算が減少傾向にある中で、維持管理に係る経費は増加しており、高

木剪定や低木刈込、芝刈り、除草等の実施頻度や時期を見直すことで効率化を図り、適

切な維持管理に努めてきました。 

 しかし、大径木化した街路樹の増加や老木の倒木、根上がりなど多くの課題が見られ

るようになってきていることから、今後の取組みの方向性を検討する必要がある状況で

す。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 街路樹（高木）本数と維持管理予算の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中木本数と低木植栽面積の変化 

 

 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H12 H30

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

H12 H30

0

20,000

40,000

60,000

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

S53 S63 H7 H12 H17 H22 H27 H30

高木（本）

維持管理予算 （千円）

※ 

※ ※平成 5 年以前の街路樹 

  維持管理予算は公園維持 

管理予算に含まれており 

不明 

維
持
管
理
予
算
（
千
円
） 

高
木
本
数
（
本
） 

 中木の本数は平成 12 年 

から平成 30 年の間で 

やや減少している。 

 低木の植栽面積は平成 12年 

から平成 30年の間で大きく 

増加している。 

中
木
本
数
（
本
） 

低
木
植
栽
面
積
（
㎡
） 

※高木は樹高３ｍ以上の樹木を指す 
中木は樹高１ｍ以上～３ｍ未満の樹木を指す 
低木は樹高１ｍ未満の樹木を指す 
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（２）維持管理の実施方法 

街路樹の主な維持管理方法作業は「高木剪定」、「低木刈込」、「芝刈り」、「除草」、「点

検」、「更新」等があり、年間を通して樹種や生長状況、気候等の季節状況を考慮して作

業を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

維持管理の実施方法 

 

（３）近年の災害の状況 

最近の研究では、地球温暖化の影響により日本の南海上で猛烈な熱帯低気圧の出現頻度

が増加する可能性が高いことが示される等、甚大な自然災害の発生リスクが高まっていま

す。台風上陸数を見ると、ここ数年は平均値を上回って推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0

1

2

3

4

5

6

7

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

内容

落葉樹

常緑樹

高さや幅を整えるため、低木の刈込をします。

伸長した芝を刈ります。

植栽桝や植栽帯の除草をします。

生育状況に問題がないか、主に目視で確認します。

老朽化した樹木等を撤去・更新します。

方法

高木剪定
樹形を整えることや、伸びすぎた枝を取除くこと
などを目的に高木の剪定をします。

1回/年　(一部3年に1回)

1回/1～3年

基本的な実施頻度

低木刈込

芝刈り

除草

点検

更新

1回/年

3回/年

3回/年

3回/年

適宜

件数 

 台風上陸数（過去 15年間） 

上陸数 

平年値 

※平年値は 1981-2010 年の 30 年間の観測値の平均をもとに算出。2011 年～2020 年

はこの数値が用いられる。 

2.7 

※上陸は台風の中心が北海道、本州、四国、九州の海岸線に達した場合を指す。 
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千葉市では、令和元年 9月に発生した猛烈な台風 15号（最大瞬間風速 57.5mを観測）

により健全な樹木が倒木し、交通遮断や電線断線による停電、建物損壊等甚大な被害が

発生しました。今後ますます多くの災害発生が懸念される中で、街路樹についても一層

の防災・減災対策が望まれます。 

   

 

 

  

台風 15号による街路樹倒木本数 樹種ごとの総本数に対する倒木本数の割合 

順位 樹種 倒木本数(本) 総本数(本) 割合(%)

1 コブシ 24 816 2.9

2 ユリノキ 56 1,999 2.8

3 ハクモクレン 15 599 2.5

4 プラタナス 42 1,900 2.2

5 ハナミズキ 54 3,093 1.7

522 45,979 1.1街路樹全体

順位 樹種 倒木本数(本)

1 ユリノキ 56

2 ハナミズキ 54

3 プラタナス 42

4 サクラ 28

5 マテバシイ 26

その他 316

合計 522
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４．街路樹に関する課題 

（１）安全性の確保に係る課題 

■老齢化、腐朽の進行による倒木、落枝による事故等 

 

台風の際に倒木した街路樹 

 

■大型台風等の気象災害による倒木 

 
台風の際に倒木した街路樹（令和元年 9月台風 15号） 

 

■信号等安全施設への支障 

 
案内板を覆い隠してしまっているプラタナス 

 

老齢化、腐朽の進行による倒木や、落枝により

交通遮断や人身事故などが発生する危険性が

高まっています。 

街路樹が信号、標識等の視認、灯りを妨げ安全

性が損なわれています。 

猛烈な強風を伴う台風等により健全な街路樹

が根鉢ごと倒木するケースが見られ、大きな

事故が発生する危険性が高まっています。 
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■道路施設の破壊 

 

根上りにより道路施設を破損しているメタセコイア 

 

（２）道路空間に係る課題 

■狭い道路空間への大径木の植栽 

                    

無理な剪定により樹形の損なわれたケヤキ 
 

■歩道の有効幅員の不足 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩道の有効幅員が確保されていない路線 
 

狭い道路空間に大径木化する樹種を植栽し 

たことにより、落ち葉、日陰、越境など、 

住民の生活に支障をきたし、無理な剪定を 

繰り返した結果、良好な樹形が損なわれてい 

ます。 

安全な交通環境を確保するため定められてい 

る歩道の有効幅員(2m以上)が確保できていな 

い路線が多く見られます。 

 

歩道有効幅員（調査路線：883路線） 

2m以上：617路線（69.8％） 

1.5m以上 2m未満：192路線（21.7％） 

1.5m未満：74路線（8.5％） 

根上りによる歩道の隆起や樹木の肥大化によ

る植栽桝の破損など歩行者の安全性に支障を

きたしています。 

※大径木は幹の直径が７０ｃｍ以上の樹木を指す 
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■電気通信設備への影響 

 

電線と樹木が交錯している路線 

 

■街路樹間の競合 

・街路樹間の競合 

 

狭い間隔で植栽されたクスノキ 

 

・混植による過密化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

混植により見通しの悪い路線 

大径木の生長により、街路樹間で競合が発生し、見

通しが悪く、信号や標識などの遮蔽を改善するた

めの管理費の増大など、安全性、経済性に課題が生

じています。 

住宅団地の街並みデザインとして、高木と 

中低木の組合せの混植が生長したことによ

り、見通しが遮られ安全性に課題が生じてい

ます。 

電線等と樹木の交錯により風害による枝折れ等で

断線の発生につながっています。 

令和元年度に発生した台風 15号では、街路樹が傾

倒し、電線類にもたれたり、折れ枝が電線にかかる

等、断線を引き起こしかねない危険な状況が発生

しました。 

手入れの行き届いていない沿道の民有林では、倒

木により電線が各所で断線し、広域的な停電が数

日間にわたり発生する等、市民生活に大きな影響

を及ぼしました。 
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・隣接地との競合 

 

隣接の緑地の樹木と街路樹が競合し、暗く見通しが悪い路線 

 

（３）維持管理等に係る課題 

■樹木の生長不良 

 

繰り返しの剪定により、樹形が悪化したマテバシイ 

 

■花木の開花不良 

 

花数の少ないコブシ 

隣接する緑地や公共施設等の樹木との競合に

より、暗く見通しの悪い空間となり、街路樹の

生長と歩行空間の安全性に課題が生じていま

す。 

土壌条件や剪定の影響などにより、樹形が悪

化し、美観を損ね、緑陰の形成による環境保全

等機能の発揮が妨げられています。 

なお、街路樹のある路線の内、約 25％が通学

路指定されており、子供たちの熱中症予防等

の機能面への影響が考えられます。 

（マテバシイ等） 

花木については、剪定と花芽形成の時期との

関係から通常の街路樹剪定技術では花付が悪

くなる種があります。（コブシ、ハクモクレン 

等） 
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■果実による汚損 

 

ヤマモモの落果により道路が汚れている様子 

 

■落葉による排水施設の詰まり 

 

落葉が排水溝に詰まり道路が冠水している様子 

雌株の植栽により果実が落下し、歩道等の汚

れや悪臭により生活環境に支障をきたしてい

ます。（ヤマモモ、イチョウ 等） 

道路の排水溝等、排水施設周辺への落葉によ

り、排水施設の詰まりが発生しています。特に

台風時には強風による落葉と大雨が重なり、

道路が冠水するケースが発生しています。 
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１．基本方針 

■安全性の確保 

 交通や地域の安全確保が最優先となります。信号機や交通標識、照明灯などの視認を

妨げている支障木の除去や、台風等の強風での倒木による被害を未然に防ぐため、老齢

化、大径木化した危険木の伐採・更新を行います。 

 また、日常的、定期的な巡回により、安全点検を実施します。 

 

■道路空間への適合 

 道路空間は、都市・地域空間の骨格をなし、多くの人々が利用することから、限られ

た空間に合わせた樹種選定、配植、維持管理が大前提となります。 

様々な環境圧に耐え、良好な生長が期待できる樹種への変更、間伐、剪定等の維持管

理により空間への適合を図ります。 

 

■適切な維持管理と樹種選定 

 適切な維持管理作業と、適性に応じた樹種の選定により、緑陰の形成やヒートアイラ

ンド現象の緩和等、環境改善機能や景観形成、防災など街路樹の持つ多様な機能の発揮

を図ります。また、都心部や郊外、海辺など、その地域らしい景観の創出に努めます。 

 

■計画的な更新作業の推進 

 課題への対応として行う、間伐、伐採、撤去、植栽帯改修等の各事業について、計画

を策定し、効率的な推進を図ります。また、その後の樹木更新作業は維持管理費と植替

え経費のトータルコストが最少となることに留意し、計画的に実施します。 

 

■市民意見の反映 

 街路樹は、日常生活の中で身近にある緑であり、近隣住民から親しまれています。課

題に対して周辺住民の意見を踏まえながら、より良い対応策を検討することとします。 

 

■維持管理の市民参加 

 様々な市民参加の制度を通じて、街路樹に対する関心を高め、維持管理への市民参加

を促すことで、親しみやすく愛着のある街路樹を目指します。 

（ちばレポ、ちばし道路サポート制度、花いっぱい市民活動助成制度） 

 

 

 
第２章 街路樹のあり方 
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２．今後の取組み方策 

（１）安全性の確保 

■危険木等の更新 

 老齢化した危険木や大径木などの撤去や更新を進めます。 

 

 

 

 

 

 

■交通安全施設への支障除去 

 安全な道路空間を確保するため、道路照明や標識類の視認を妨げている樹木や交差点

周辺部の樹木は撤去します。 

 

 

 

 

 

                      交差点周辺から 10m程度離す 

 

 

原則として、自動車運転者等の見通しを確保するため、交差点部及び巻込み終わりか

ら 10m以内には、高木は植樹しないこととし、高木が植栽されている場合は、撤去しま

す。低木については高さが 60㎝未満となるように剪定等の維持管理をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  交差点周辺の考え方 

 

10m以内
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■植栽桝の改良等植栽環境の改善 

 通行の支障となる根上り等の道路施設への障害は、狭い道路に街路樹を植栽する等、

植栽した樹種の根系の伸長範囲と植栽桝の大きさが適合しないことが原因となります。

このような状況を改善するため、防根シートの設置等を行うとともに、状況に応じては

植栽環境に適合した樹種に変更します。また、地上部が健全であっても根系が発達でき

ず、猛烈な台風による強風で根鉢ごと倒木するケースが見られることから、根の生長を

促すため、植樹の際は土壌改良材を使用する等植栽環境の改善を行います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

根の侵入を防ぐ防根シート設置 

根の生長を促す土壌改良材の採用 

【植栽桝の改良等の一例】 

【樹種変更の例】 

※狭い道路とは幅員が４m未満の道路を指す。 
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（２）道路空間への適合 

■空間規模に配慮した樹種構成、維持管理 

道路空間に対し大きくなり過ぎた樹木については空間に適した樹高、枝張りになるよ

う、樹種変更や剪定等管理を行います。 

また、倒木による交通遮断を防止するため、維持管理作業の中で高さ抑制を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  車線数に応じた樹種や樹高に変更する例 

【出展：道路緑化技術基準・同解説（公益社団法人 日本道路協会）】 

 

 

 一般の道路では、剪定等、適切な維持管理により整型樹形を基本とします。広い植

栽帯など空間的余裕がある路線については自然樹形を基本とします。（駅前広場、千葉

駅前大通りなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樹高：7m 

樹高：9m 

【一般の道路】             【広幅員の道路】 

【２車線道路の場合】 

【４車線道路の場合】 
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■歩道有効幅員に配慮した配植 

歩道有効幅員が 1.5m未満の場合、街路樹を撤去し、歩行空間を確保します。 

1.5m 以上、2m 未満の場合は道路改良時に歩道有効幅員を 2m 以上確保することとし、

低木等が通行の支障になる場合は撤去等し、適正な歩道有効幅員の確保をします。 

※歩道有効幅員に対する考え方は歩行空間整備マニュアル（千葉市）より 

 

 

 

 

 

 

 
 

 歩道有効幅員が 1.5m未満の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   歩道有効幅員が 1.5m以上、2m未満の場合 

 

 

■電気通信設備への配慮 

 電気通信設備の支障となる危険木については、各事業者と連携し、樹高を抑制した剪

定管理や予防伐採に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

1.5m 未満  

1.5m 以上 2m 未満  

連続した植栽帯を単独の 

植栽桝へ変更 

(低木撤去・樹木規模縮小) 

街路樹を撤去 
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■植栽配置の適正化 

・植栽間隔が狭い路線 

 高木は 10～12m間隔を基本とします。高い密度でに植栽されている街路樹は間伐を行

い、適正な間隔にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・混植により見通しの悪い路線 

 歩行者専用道路等、高中低木の混植となっている路線においては、デザインに配慮し

ながら、間伐により見通しの確保を図るなど、樹木の生長に合わせた管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・隣接地と競合する路線 

 隣接する緑地や公共施設の緑により、暗く、見通しの悪くなっている路線は、相互の

緑の配置や樹種変更、間伐による街路樹間隔の拡張等により明るい空間づくりに努めま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

【歩道】 【緑地等】 【歩道】 【緑地等】 
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（３）適切な維持管理と樹種選定 

■適期の剪定・生育基盤の改善 

 剪定等により樹形の悪化する樹種については、環境圧に強い樹種への変更を行います 

 （マテバシイ 等）。また、土壌改良など、生育基盤の改善をします。 

 また、剪定の時期、頻度、強度など、適切な維持管理により樹木の育成を図ります。 

 ・常緑樹：6月、11月、落葉樹：11月～3月 

 

 

 

 

 

 

 

■バランスの良い樹冠の形成 

 樹冠が樹木上部や枝先に集中する樹形では、風心（風荷重が作用する力点）がより先

端部となり、倒木や枝折れの危険性が増大するため、樹木中心に風心がくるようバラン

スの良い樹冠を形成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■花木の開花促進 

 通常の維持管理では開花の難しい樹種については、維持管理の工夫により改善に努め

るとともに、使用路線を限定します。 

 

 

 

 

 

 

 

【開花少】 【開花多】 

・コブシ：毎年の弱剪定（落花後）及び概ね 3年に 1回の基本剪定     

・ハクモクレン：毎年の弱剪定（落葉期）及び概ね 3年に 1回の基本剪定 

【適期の剪定】

【樹種変更】 

【土壌改良材の投入】 

風心高 

樹冠面積が同等でも樹形により風心高が異なる 

風心 

風心 

枝長 

支点 

支点 

風心 
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■果実の落下による被害の低減 

 果実の落下により苦情や要望の対象となる樹種については、雄木への植替えや樹種の

変更等により、果実の落下による被害の低減に努めます（樹種：ヤマモモ、イチョウ 等）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■排水施設の落葉対策 

 排水施設周辺への落葉による道路冠水が問題になる箇所では、街路樹の間伐や、剪定

等作業により、落ち葉の量を減らすと共に、事前に排水施設周辺の落ち葉清掃を行い、

道路冠水の防止に努めます。特に台風前には冠水ポイントについての点検を市民と協働

しながら強化します。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

【雌木】 【雄木】 
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（４）樹種選定の考え方 

■樹種選定の基準・留意事項 

 街路樹については道路空間との調和を前提とし、安全の確保や都市魅力の向上、維

持管理コストの縮減を目指し、以下の事項に留意して樹種選定を行うものとします。 

１）郷土種を主体として、千葉市で生育可能なもの。 

２）街路樹にふさわしい美しい樹形となるものや、緑陰を形成するものであること。 

３）病害虫に強く、剪定や整枝が可能で、道路環境にも適応性があるもの。 

４）花が咲くものや、紅葉等葉色の美しいもの。 

５）適性樹種による路線毎の樹種の統一など、景観の連続性の創出、維持管理作業の効

率化などに資するもの。 

 
 
 
 

※整枝が難しいもの（ナンキンハゼ、アオギリ、マテバシイ、スダジイなど）、根上り

に特に注意が必要なもの（メタセコイア他）、虫害の著しいもの（ツバキ）、視認性を妨

げるもの（カイヅカイブキ、キンモクセイ）などは使用を限定する。 
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■樹種別適性 【凡例】○…適、△…やや不適、×…不適 

広
幅
員

狭
幅
員

海
浜
部

緑
陰

値
上

花
付

クロマツ 35 〇 〇 〇 耐潮性大

カイヅカイブキ 10 〇 見通しを遮る

イチョウ 30 〇 × 美しい黄葉。大径木となる。落葉の苦情

メタセコイア 30 × 根上り注意

ヤマモモ 15 △ 〇 〇 〇 まとまった卵形樹形。落果対策として雄木植栽

マテバシイ 10 〇 × 剪定による樹形不良

ウバメガシ 15 △ 〇 〇 〇 耐潮性大。萌芽力強く毎年剪定必要

スダジイ 25 〇 剪定による樹形不良

シラカシ 20 〇 〇 〇 〇 郷土種として防風林などに使用

クスノキ 35 〇 〇 〇 × 〇 大きく育ち緑陰を提供。寒さにやや弱い

タブノキ 20 〇 〇 〇 〇 光沢のある葉と美しい樹形。広幅員必要

クロガネモチ 10 〇 〇 赤い実が美しい

ソヨゴ 10 〇 コンパクトな樹形

モチノキ 10 〇 〇 〇 コンパクトな樹形

モッコク 10 〇 〇 コンパクトで整った美しい樹形

ヒメユズリハ 3 〇 〇 〇 特徴的な葉と樹形

タラヨウ 3 〇 〇 コンパクトな樹形

カラタネオガタマ 3 〇 香りのよい花

オリーブ 3 〇 〇 乾燥等環境圧に強い

ブラシノキ 3 〇 特徴的な花

キンモクセイ 10 〇 見通しを遮る

ケヤキ 30 〇 〇 × 〇 千葉市の木。広幅員必要

カツラ 25 〇 〇 新緑と黄葉が美しい。広幅員必要

ユリノキ 30 〇 〇 × ダイナミックな樹形。広幅員必要

ハクモクレン 15 △ × 春に華やかな花。開花のための剪定工夫必要

コブシ 15 〇 〇 × 〇 早春に一面の白い花。開花のための剪定工夫必要

モミジバフウ 30 〇 〇 × 紅葉が美しい。広幅員必要

プラタナス 30 〇 〇 ダイナミックな樹形と秋の黄葉。広幅員必要

ソメイヨシノ 10 〇 〇 × 春の花の象徴。枝が横広がりで広幅員必要

トウカエデ 15 〇 〇 紅葉が美しい

トチノキ 30 〇 〇 × 初夏に特徴的で美しい花。自然樹形で育成

ヒメシャラ 15 〇 初夏の美しい花と特徴的な木肌。活着やや不良

サルスベリ 5 〇 盛夏に咲く花と特徴的な木肌

ハナミズキ 5 〇 コンパクトな樹形。樹勢がやや弱い

ヤマボウシ 10 〇 〇 雑木。自然樹形で育成

コナラ 15 〇 〇 雑木。自然樹形で育成

広幅員：広幅員の空間の路線に適した樹種

狭幅員：狭幅員の空間の路線に適した樹種

海浜部：海浜部の路線に適した樹種 郷土種：地域の自然植生として本市の気候風土に合うもの

緑陰樹：緑陰効果が期待できる樹種

落葉

針
葉
樹

適性 課題

根上り：大径木となり根上り等注意を要する樹種

※整枝が難しいもの（ナンキンハゼ、アオギリ、マテバシイ、スダジイなど）、値上りに特に注意が必要なもの（メタセコイア他）、虫害の著しいもの
　（ツバキ）、視認性を妨げるもの（カイヅカイブキ、キンモクセイ）などは使用を限定する。

花付き：通常の維持管理では十分な開花が難しい花木

備　考

常緑

広
葉

常緑

落葉

郷
土
種

樹　種　名 樹　高
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１．モデル事業の実施 

車線数や歩道幅員等周辺環境や植栽間隔等の路線状況から街路樹の再生方法を複数パ

ターンにモデル化します。そのうえで、パターン毎に代表的な路線を選定し、モデル

事業として実施・検証します。 

 
 

２．（仮称）千葉市街路樹維持管理計画の策定 

モデル事業の実施・検証結果を踏まえ、現地調査等により路線毎の評価を行い、維持

管理計画を策定します。 

 
   
               

 最優先で取り組む事業 

【安全性の確保】 

 危険木・支障木の伐採 ①倒木の恐れのある老朽化した街路樹の伐採 

②交差点 10ｍ以内の街路樹の伐採 
 
 

優先して取り組む事業（上記事業終了後） 

【道路空間への適合】 

 間伐 ①樹木間隔(10～12ｍ間隔が基本)が狭い路線の間伐 

    ②高中低木の混植により見通しの悪い路線の間伐 

    ③隣接する緑地や公共施設の緑により見通しの悪くなっている路線の間伐 
 
 

計画的に取り組む事業（上記事業終了後） 

【道路空間への適合】 

 大径木の更新や樹種変更 道路空間に対し大きくなりすぎた街路樹の樹種変更 

             または更新 

 通行支障木の伐採  適正な歩道有効幅員確保のために支障となる街路樹の伐採 
 
 
 
 

４．将来の更新作業 

■一連の再整備後は生育状況を踏まえ、適切なタイミングで更新を実施 

・長期的なサイクルで街路樹全体を更新。（更新のサイクルは樹種や植栽環境等により

異なる） 

・再整備や維持管理の費用に留意。 

 

 
第３章 街路樹再生に向けて 

 
Step1 

 
Step3 

CD 

 
Step2 

３．再整備の実施（案） ※詳細については（仮称）千葉市街路樹維持管理計画にて検討 



第３章 街路樹再生に向けて 

 

25 

 

□維持管理の中で取り組む事業（随時） 

・樹高の抑制：樹高 7m（2車線）、樹高 9m（4車線）の基準に合うよう剪定作業 

・花木の開花促進：開花に配慮した時期、強度等、適切な剪定作業 

・適期の剪定：常緑、落葉、紅葉、花等の各樹木の特性に合わせた剪定作業 

・排水施設の落葉掃除：台風前の街路樹周辺の落葉清掃 

 

□更新作業に合わせて取り組む事業 

・植栽桝改良：根上りなどにより破壊された植栽桝の改良（合わせて植栽基盤改良   

も実施）。また、高木、低木撤去後の植栽帯等の改良。 

・土壌改良：生育不良木の更新時に実施。 

 

□地域の合意形成 

 再整備や更新等大幅な改変を行う場合は、周辺住民の意見を踏まえ地域の合意形成を

図りながら、対応策を検討します。 

 

 

 

 

除伐・伐採の手順 

 

【出展：道路緑化技術基準・同解説（公益社団法人 日本道路協会）】 
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a）大都市における街路樹本数 

1.  千葉市内の街路樹は、高木・中低木ともに、全国的に見ても高い水準で整備がさ

れています。また、市内で最も多い街路樹であるイチョウは、全国的にも多く植栽

されており、逆に市内で２番目に多いマテバシイは、全国的にはあまり見られない

ことが分かります。 
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順位 都市名 高木本数（本） 道路延長（ km ） kmあたり高木本数 順位 都市名 中低木本数（本） 道路延長（ km ） kmあたり高木本数

1 神戸市 214,694 5,430.3 39.5 1 仙台市 2,545,000 3,322.4 766.0

2 札幌市 183,441 5,211.3 35.2 2 神戸市 3,963,659 5,430.3 729.9

3 大阪市 110,767 3,324.4 33.3 3 横浜市 3,434,198 7,271.2 472.3

4 川崎市 40,634 2,354.3 17.3 4 大阪市 1,476,505 3,324.4 444.1

5 横浜市 116,706 7,271.2 16.1 5 千葉市 1,386,847 3,195.0 434.1

6 仙台市 50,072 3,322.4 15.1 6 北九州市 1,592,583 3,839.3 414.8

7 千葉市 44,417 3,195.0 13.9 7 川崎市 957,164 2,354.3 406.6

8 北九州市 48,845 3,839.3 12.7 8 広島市 1,391,338 3,802.0 365.9

9 堺市 23,121 1,833.1 12.6 9 相模原市 745,281 2,110.3 353.2

10 名古屋市 72,017 5,899.3 12.2 10 福岡市 1,242,114 3,602.2 344.8

11 広島市 31,680 3,802.0 8.3 11 名古屋市 1,748,536 5,899.3 296.4

12 福岡市 24,745 3,602.2 6.9 12 堺市 330,362 1,833.1 180.2

13 京都市 17,353 2,938.8 5.9 13 浜松市 1,307,850 7,510.6 174.1

14 新潟市 30,758 6,151.0 5.0 14 京都市 364,730 2,938.8 124.1

15 さいたま市 19,258 3,937.4 4.9 15 さいたま市 470,371 3,937.4 119.5

16 浜松市 35,020 7,510.6 4.7 16 新潟市 476,848 6,151.0 77.5

17 相模原市 9,829 2,110.3 4.7 17 札幌市 396,499 5,211.3 76.1

18 静岡市 11,793 2,679.7 4.4 18 熊本市 228,560 3,367.7 67.9

19 熊本市 11,573 3,367.7 3.4 19 岡山市 254,808 5,880.7 43.3

20 岡山市 12,387 5,880.7 2.1 20 静岡市 3,741 2,679.7 1.4

大都市におけるｋｍ当たり高木本数（市町村道）

※参考文献　国土技術政策総合研究所資料第1050号　わが国の街路樹Ⅷ

　　　　　　　　 国土技術政策総合研究所

　　　　　　　　 道路統計年報2017　国土交通省道路局

※高木本数は平成29年3月31日現在、道路延長は平成29年4月1日現在の

　 数値を示す。

大都市におけるｋｍ当たり中低木本数（市町村道）

※参考文献　国土技術政策総合研究所資料第1050号　わが国の街路樹Ⅷ

　　　　　　　　 国土技術政策総合研究所

　　　　　　　　 道路統計年報2017　国土交通省道路局

※高木本数は平成29年3月31日現在、道路延長は平成29年4月1日現在の

　 数値を示す。
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ｂ）千葉市の街路樹一覧              令和 2年 3月 31 日 

    順位 樹種名 数量（本） 順位 樹種名 数量（本）
1 イチョウ 4234 60 ヤタイヤシ 25

2 マテバシイ 3957 64 タイサンボク 23

3 ハナミズキ 3221 64 ヒノキ 23

4 ケヤキ 2687 66 モチノキ 22

5 ヤマモモ 2417 67 アカマツ 18

6 ナンキンハゼ 2297 67 イタヤカエデ 18

7 ソメイヨシノ 2256 69 カクレミノ 17

8 クスノキ 2103 70 イトザクラ 16

9 ユリノキ 1892 70 クヌギ 16

10 プラタナス 1888 70 ハルニレ 16

11 クロマツ 1609 73 ムサシノケヤキ 15

12 タブノキ 1548 74 カンヒザクラ 14

13 モミジバフウ 1292 74 コウヤマキ 14

14 トウカエデ 1186 76 キンモクセイ 11

15 カイヅカイブキ 1182 77 サワラ 10

16 カツラ 930 78 オオモミジ 9

17 ウバメガシ 862 78 カイコウズ 9

18 コブシ 832 78 フサアカシア 9

19 シラカシ 818 81 サンシュユ 8

20 クロガネモチ 817 81 ツバキ 8

21 スダジイ 780 81 ハナモモ 8

22 ハクモクレン 592 84 日本産カエデ類 7

23 エンジュ 520 85 イイギリ 6

24 アキニレ 489 85 シデコブシ 6

25 アオギリ 421 85 ヒマラヤスギ 6

26 トチノキ 399 85 ムクノキ 6

27 サルスベリ 394 89 シロダモ 5

28 メタセコイア 371 89 ナナカマド 5

29 ヤマボウシ 364 91 アカシデ 4

30 フウ 233 91 カマクラヒバ 4

31 オオシマザクラ 206 91 ハナズオウ 4

32 ヤマザクラ 196 91 ヒトツバタゴ 4

33 ヒメシャラ 155 91 ベニシダレ 4

34 ウメ 124 91 マメガキ 4

35 ヤマモミジ 121 91 リョウブ 4

36 マロニエ 114 98 オウゴンシノブヒバ 3

37 リンゴツバキ 104 98 カンザクラ 3

38 エゴノキ 102 98 ソヨゴ 3

39 イロハモミジ 95 98 ミズキ 3

40 ネズミモチ 88 98 モミ 3

41 アラカシ 87 98 モモ 3

42 イヌシデ 77 98 ヨシノスギ 3

43 エノキ 75 105 ウンリュウヤナギ 2

43 ユズリハ 75 105 エドヒガン 2

45 ナツツバキ 64 105 クリ 2

46 ニワウルシ 55 105 コハウチワカエデ 2

47 オオモミジ 53 105 シロタエ 2

48 モッコク 51 105 トウヒ 2

49 サクラ類 50 105 ニオイヒバ 2

50 ホルトノキ 49 105 ハルニレ 2

51 フジ 48 113 アスナロ 1

52 モクレン 47 113 イボタノキ 1

53 ハナノキ 44 113 カヤ 1

54 ブラジルヤシ 42 113 カリン 1

55 サトザクラ 37 113 ギョイコウ 1

56 ネムノキ 36 113 セイヨウハコヤナギ 1

57 ハンカチノキ 30 113 タラヨウ 1

58 ハクウンボク 29 113 ドイツトウヒ 1

59 ヒメユズリハ 26 113 ビワ 1

60 オオヤマザクラ 25 113 ヤエザクラ 1

60 コナラ 25 113 ラカンマキ 1

60 シダレヤナギ 25 樹種不明 31
45403合計
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ｃ）令和元年台風 15号による街路樹倒木本数  

 

 

 

  

順位 樹種 倒木本数(本) 総本数(本) 割合(%)

1 ユリノキ 56 1,999 2.8

2 ハナミズキ 54 3,093 1.7

3 プラタナス 42 1,900 2.2

4 サクラ 28 2,863 1.0

5 マテバシイ 26 3,996 0.7

6 コブシ 24 816 2.9

7 ヤマモモ 22 2,378 0.9

8 ケヤキ 20 2,706 0.7

9 イチョウ 18 4,215 0.4

10 ハクモクレン 15 599 2.5

11 カイヅカイブキ 14 1,182 1.2

12 タブノキ 10 1,540 0.6

12 クロマツ 10 1,609 0.6

12 カツラ 10 935 1.1

15 ナンキンハゼ 7 2,284 0.3

16 モミジバフウ 6 1,292 0.5

16 トチノキ 6 400 1.5

16 トウカエデ 6 1,123 0.5

16 サルスベリ 6 421 1.4

16 クスノキ 6 1,929 0.3

16 エンジュ 6 527 1.1

22 アオギリ 5 430 1.2

22 メタセコイア 5 371 1.3

24 ヤマボウシ 2 364 0.5

24 アキニレ 2 493 0.4

26 スダジイ 1 780 0.1

26 コナラ 1 257 0.4

26 キンモクセイ 1 9 11.1

26 エノキ 1 75 1.3

26 エゴノキ 1 128 0.8

31 その他 111 - -

522 45,979 1.1総本数
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ｄ）街路樹の法的位置づけ 

 街路樹は「道路法」により法的に位置づけられており、構造の基準は条例で定めるこ

ととされています。 

（１） 道路法                   昭和 27年 6月 10日制定 

（用語の定義）                  平成 30 年 3月 31 日改正（最新） 

第２条 略 

２ この法律において「道路の附属物」とは、道路の構造の保全、安全かつ円滑な道路

の交 

通の確保その他道路の管理上必要な施設または工作物で、次に掲げるものをいう。 

二 道路上の並木または街灯で第 18 条第 1 項に規定する道路管理者の設けるもの 

※該当箇所のみ抜粋 

（道路の構造の基準） 

第３０条 高速自動車国道及び国道の構造の技術的基準は、次に掲げる事項について政

令で定める。 

十一 横断歩道橋、さくその他安全な交通を確保するための施設 

３ 前項に規定するもののほか、都道府県道及び市町村道の構造の技術的基準は、政令

で定める基準を参酌して、当該道路の道路管理者である地方公共団体の条例で定める。 

（２） 道路構造の技術的基準を定める条例 

                              ※該当箇所のみ抜粋 

 

（２）千葉市道路の構造に関する技術的基準を定める条例 

(植樹帯)                         平成 24年 12 月 19日制定 

第 13 条 第 4 種第 1 級及び第 2 級の道路には、植樹帯を設けるものとし、その他の道

路には、必要に応じ、植樹帯を設けるものとする。ただし、地形の状況その他の特別

の理由によりやむを得ない場合においては、この限りでない。 

2 植樹帯の幅員は、1.5メートルを標準とするものとする。 

3 次に掲げる道路の区間に設ける植樹帯の幅員は、当該道路の構造及び交通の状況、

沿道の土地利用の状況並びに良好な道路交通環境の整備又は沿道における良好な生活

環境の確保のため講じられる他の措置を総合的に勘案して特に必要があると認められ

る場合には、前項の規定にかかわらず、その事情に応じ、同項の規定により定められ

るべき値を超える適切な値とするものとする。 

(1) 都心部又は景勝地を通過する幹線道路の区間 

(2) 相当数の住居が集合し、又は集合することが確実と見込まれる地域を通過する幹 

線道路の区間 

4 植樹帯の植栽に当たっては、地域の特性等を考慮して、樹種の選定、樹木の配置等

を適切に行うものとする。 
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ｅ）国の指針 

（１）道路緑化技術基準（平成 27年 3月 国土交通省都市局長・道路局長通達） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 総則 

１－１ 基準の目的 

本基準は、道路緑化の一般的技術的基準を定め、その合理的な整備及び管理に資するこ 

とを目的とする。 

１－２ 適用の範囲 

本基準は、道路において、緑化を図る場合に適用する。なお、法面緑化及び防災林の造 

成については、本基準の対象外とする。 

１－３ 道路緑化の基本方針 

道路緑化にあたっては、道路交通機能の確保を前提にしつつ、美しい景観形成、沿道環 

境の保全、道路利用者の快適性の確保等、当該緑化に求められる機能を総合的に発揮さ 

せ、もって、道路空間や地域の価値向上に資するよう努めるとともに、交通の安全、適 

切な維持管理及び周辺環境との調和に留意しなければならない。 

１－４ 用語の定義 

１ 道路緑化 

道路において、樹木、地被植物若しくは草花（以下、「樹木等」という。）を保全又は植 

栽し、これらを管理することをいう。 

２ 道路植栽 

道路において、保全又は植栽され、管理された樹木等をいう。 

３ 高木 

道路植栽のうち、主に並木等の単木として使用する樹木をいう。 

４ 中・低木 

道路植栽のうち、主に列植や群植として使用する樹木をいう。なお、一定の樹高を有し 

遮蔽機能を有するものを中木、それより低いものを低木という。 

５ 地被植物 

道路植栽のうち、芝、木本植物、草本植物、つる性植物、ササ類等の地表面を被覆する 

樹高の低い植物をいう。 

６ 草花 

道路植栽のうち、花等の草本植物をいう。ただし、５の地被植物を除く。 

７ 植栽地 

道路において、樹木等を保全又は植栽する場所をいう。 

８ 環境施設帯 

植樹帯、路肩、歩道、副道等で構成される、幹線道路における沿道の生活環境を保全す 

るための道路の部分をいう。 
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９ 植栽基盤 

植物の根が支障なく伸長して、水分や養分を吸収できる土壌条件を備えている土層 

をいう。 

 

第２章 整備 

２－１ 計画 

１）道路計画においては、地域に求められる緑化の機能を考慮し、植栽地を適切に 

配置することが望ましい。 

２）植栽地の配置を計画する場合は、安全かつ円滑な交通の確保に留意しなければ 

ならない。 

３）植栽地の意匠並びに樹木等の基本的な構成及び配置の決定にあたっては、気象 

条件、緑化等に関係する地域の計画との整合、沿道状況、美しい景観形成、想定さ 

れる維持管理水準（剪定頻度等をいう。以下同じ。）等に留意することが望ましい。 

４）道路の整備が予定されている区域内に保存の必要性が高い植物がある場合は、 

その存置や移植を検討しなければならない。 

２－２ 設計 

１）植栽設計（植栽地の平面配置、樹種等、樹木等の具体の構成や配置の決定）に 

あたっては、地域に求められる緑化の機能を考慮するとともに、安全かつ円滑な交 

通の確保や他の構造物の保全、植栽基盤、想定される維持管理水準、周辺の植生へ 

の影響等に留意しなければならない。 

２）高木を植栽する場合は、植栽しようとする樹種の成長特性等を理解の上、目標 

とする樹形、樹高を想定し、植栽する道路空間や維持管理水準に見合った樹種、植 

栽間隔とすることが望ましい。 

３）中・低木を植栽する場合は、供用後の枝葉の繁茂や剪定頻度等も考慮に入れ、 

交差点内の視距や横断歩道を横断している又は横断しようとする歩行者等の視認 

性、歩行者や車両の通行空間の確保に支障を生じないよう留意しなければならない。 

４）植栽地において雑草の発生等が見込まれる場合は、地被植物等を植栽すること 

が望ましい。 

５）他の構造物の点検や維持修繕が困難となる場所は、植栽地としてはならない。 

また、樹木等の具体の構成や配置の決定にあたっては、樹木等の成長により他の構 

造物に影響が生じないよう留意しなければならない。 

６）環境施設帯は、沿道環境が適切に保全されるように樹木等の具体の構成や配置 

を定めなければならない。また、幼木の植栽により樹林を造成する場合は、成長に 

応じた間伐等を考慮し、樹木等の具体の構成や配置を設計することが望ましい。 
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２－３ 施工 

１）樹木等の植栽は、植物や地域の特性に応じた時期や手法を踏まえて行うことが 

望ましい。また、植栽の活着状況に応じ適切な保護養生を行うことが望ましい。 

２）既存の樹木等の存置又は移植にあたっては、保全対策を講じることが望ましい。 

 

第３章 管理 

３－１ 道路巡回 

１）樹木等の管理にあたっては、道路巡回や道路利用者等からの道路の異状等に関 

する情報の活用により、道路交通への支障や道路利用者等の危険の未然防止に努め 

なければならない。 

２）通常巡回においては、落枝、枯損樹木、横断している、若しくは横断しようと 

する歩行者等又は道路標識の視認性への影響の有無等を確認することに努めなけれ 

ばならない。 

３）定期巡回においては、落枝、枯枝、枯損樹木の有無等の確認のほか、キノコ等 

の発生、他の構造物への干渉等の枯損や倒伏に繋がる事象を確認することに努めな 

ければならない。 

４）台風や大雪、地震等の異常気象時や災害発生時においては、異常時巡回により、 

樹木の被災状況及び道路交通等への影響を確認しなければならない。また、異常気 

象による被害が予想される場合は、通常巡回や定期巡回により確認された異状又は 

その兆候を踏まえ、枯枝の除伐等の事前の保護対策を講じることが望ましい。 

５）異状又はその兆候が確認された場合は、必要に応じて専門家による調査を行う 

などの方法により、樹木の健全度について確認し、安全の確保の観点から対策の必 

要性及び緊急性を判断したうえで、必要な対策を適切に行わなければならない。 

３－２ 道路植栽及び植栽地の管理 

１）道路植栽の健全な生育及び緑化機能の維持向上、道路巡回で確認された事象へ 

の対応、道路利用者等の安全への影響の未然防止を図るため、剪定、除草、病虫害 

防除、灌水等を適切な時期に行うことが望ましい。 

２）日本風景街道等の美しい景観形成が必要な地域や、景観法に基づく景観重要公 

共施設においては、樹形や植栽地の美しさを維持できるよう、十分な剪定や除草等 

の頻度を確保し、適切な方法で措置を講じることが望ましい。 

３）草花は定期的な植替えが前提となることから、季節に応じた計画的な植替えを 

行えるよう、沿道住民等との協働等、継続的な管理体制を構築することが望ましい。 
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（２）道路緑化技術基準・同解説序文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｆ）歩行空間整備マニュアル（千葉市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３ 樹木の更新 

１）樹木については、道路利用者等の安全確保を考慮して、落枝、病虫害・空洞等 

の活力低下が確認され、倒伏等に繋がるおそれがある場合、大径木化による道路交 

通や他の構造物への影響等が確認あるいは想定される場合には、危険回避のための 

除伐や未然防止のための更新その他の措置の必要性や緊急性等を総合的に検討し、 

適切な措置を講じなければならない。 

２）大径木化、高木化等により道路の区域内で健全な樹形や良好な景観が維持でき 

なくなると予想される場合には、計画的かつ段階的な更新を行うことが望ましい。 

３）更新にあたっては、従前の道路植栽にこだわらず、道路利用状況、沿道状況等 

の変化を考慮し、植栽計画や植栽設計を再検討することが望ましい。 

 

 

 

 
樹木は人の心を慰め癒しを与えてくれるとともに、空気の浄化や二酸化炭素の吸

収など具体的で明らかな効用を持っている。その樹木の緑を都市空間に最も多く提 

供しているのが道路である。 

 したがって、道路空間への緑の持ち込みである植栽の有り様は、道路はもとより都

市の景観を規定するものとなる。近年の道路緑化（植栽帯整備）の推進によって、一

定の緑化のストックが形成され、道路の環境は改善されてきた。 

 しかし、最近では「量的な拡大」を指向の基軸とするだけでなく、「地域の特性を

考慮した植栽構成」や「交通の安全や維持管理への配慮」など、植栽の設計段階から

考慮すべき事項が多様化してきた。 

こうした時代の変化をふまえ、２７年ぶりに「道路緑化基準」が大幅に改定され

た。（平成２７年３月国土交通省都市局長・道路局長通達）。 

※一部抜粋 

 

 

 

 

２－１－２ 歩道等の有効幅員 

○歩道の有効幅員 

 歩道の有効幅員（歩行者等が安全かつ円滑に通行できる幅員）は、車いす使用者 

等のすれ違いを確保するために表１以上の値とする。 

         表１ 歩道等の有効幅員 

          

 
 

※ 市街地の状況その他特別の理由により、やむを得ない場合においては、当分の 

間、歩道の有効幅員を１．５ｍまで縮小することができる。（一部抜粋） 

 

 

区分 自動車歩行者道 歩道

歩行者量の多い場合 ４ｍ※ ３．５ｍ※
その他の道路 ３ｍ※ ２ｍ※
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ｇ）市民参加制度の一例 

（１）ちばレポ 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ちばし道路サポート制度 

 

 

 

 

 

 

（３）花いっぱい市民活動助成制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉市内で起きている様々な課題（たとえば道路が傷んでい

る、公園の遊具が壊れているといった、地域での困った課題、

これらを「ちばレポ」では「地域での課題」といいます。）

を、ICT（情報通信技術）を使って、市民がレポートすること

で、市民と市役所（行政）、市民と市民の間で、それらの課題

を共有し、合理的、効率的に解決することを目指す仕組です。 

市民の方に、市が管理する道路の清掃や除草、草花の管理等を行っていただき、市

は物品の支給を行うなど、道路を市民と市の協働でよりよくする制度です。安全・

安心な道路環境をつくるとともに、道路を身近に感じてもらうなど市民の方の意識

を高めていただくこと等を目的としています。 

千葉市では地域を“花いっぱい”にするために、花壇活動している団体に花の苗や

種等の支援を行っています。花壇の活動の仕方の違いにより、“手づくり花壇”、

“まちかど花いっぱい運動”、“街なかオープンガーデン作戦”の３つの事業があ

ります。年に２回（春と秋にそれぞれ１回）花の苗や種を提供します。 


